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＜連絡事項＞

・最近、電気・重油の使用量が多くなってきています。同時にコピー用紙も多く

　なってきています。節約を心掛けましょう

・24日の監査に向けてカルテチェックを行って下さい。用紙は昨年度に皆さんへ送っていま

すのでその用紙を使って下さい。チェックは21日までに東SGM・橘JGMへ報告して下さい。

　同時に環境整備・医療感染物のチェックも行って下さい。なお佐藤AOMの病棟巡視があり

ますので、環境整備の徹底と廃棄物捨て間違いに注意して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・安達　貴浩様～昼より38.3℃の発熱あり、咳や喉の痛みの訴えはない。主治医に報告し、PL顆

粒が本日の昼から1日分処方になりました。同時に38.5℃以上の場合はアンヒ

バ坐薬1ヶの予測指示いただきました。発熱・風邪症状の観察を行って下さい。

· 小田　沙也加様～1/21の18時に外泊予定となっています。夕食は病院で摂取した後、南病棟　　

玄関から迎えに来るとのこと。当日、遅番B勤務の方は周知しておいて下さい。

· 倉舘　俊照様～本日家族面談実施している。四つん這い歩行と歩行困難について妻様へ説明

　　　　　　　　　行っている。主治医より今回考えられる事として、CTに小さな小脳出血を疑わせる所見がありますが、保存的に観察して行きます。嘔吐や歩けなくなったり、動けなくなった場合は検討する。また興奮を抑える薬も考えられる為、減量してきましたが、中止しましたとの説明あり。妻様からは主治医に全てをお願いするとのことでした。歩行状態の観察を行っていきましょう。

・角沢　源四朗様～昨日転倒あり、左眉を裂傷しています。イソジン消毒は1週間行い、本日の

　　　　　　　　　朝からセフジトレン3T　3×NDEで3日分処方となっています。歩行時、転倒しないよう、見守りを行って下さい。依頼していた他科薬については本日の午後に届いています。また、本日「双松苑」のスタッフ訪問されています。施設で検討した後連絡するとのことでした。

川村　敏也・村田　タカ様～状態の変化無い事から、主治医確認にてバイタルが3検となってい

ます。

・木村　慶喜様～入れ歯（上下総入れ歯）をネーム入れの為歯科へ出しています。

＜安ヶ平Dr診察報告＞

・木村　格治様～眠気強いとの事から、1/26の定期よりネルボン(5)1錠→0.5錠へ変更となりま

す。

· 村田　タカ様～採血の結果CRP(3+)　WBC：9500である事から、

ミノマイシン(50)2T　2×朝・夕/7日分　本日の夕～

クラビット(500)1T　1×朝/7日分　明日の朝～処方となっています。

・神田　直樹様～腰痛の訴えあり、アスモロール一個処方となっています。

＜定期処方変更者報告＞

・神田　直樹様～フルニトラゼパム2mm→1mmへ変更。

・鈴木　和則様～レボトミン(5)3T　アレグラ(60)1Tが定期になっている。

・川村　敏也様～エビリファイ(12)　2Tが追加となっている。

・坪　邦俊様～リスパダール液（1ml）　2本が定期になっている。

・木村　慶喜様～他科薬が20日で無くなり、21日より当院処方となっている。

　　　　　　　　26日より以後定期となります。

＜皮膚科診察＞

・和田　昌様～口角炎あり、アフタゾロンの処置となっています。

・柳杭田　かつ子様～頭部発赤あり、デルモゾールＧ軟膏の処置となっています。

・高間木　八男様～タベジール・ネオファーゲンは継続処方となっています。

＜隔離・身体拘束基準変更＞

・隔離

　種類→終日隔離：時間隔離：（開放観察）

　　　　開放観察→診察した時間に解除として下さい。

　　　　病棟移動指示箋は継続で使用することとなります。

　　　　継続指示箋は今後紙ではなくハンコになって行きます。

　　　　開始のサインは精神保健指定医で継続・中止のサインは医師です。

　　　　フローシートの変更もありません。

・身体拘束

　　　　今後紙ではなくハンコになって行きます。

　　　　青箋には二個ハンコを押してください。（1日2回診察必要となるため）

　　　　点滴や身体治療などで必要となった場合は、医師に記録を残してもらう。

　　　　抜去の時は予測指示で頂く。

・明日のカンファレンスで身体拘束のポイントをまとめたものを説明いたします。

・また、フォーカスなどについては各自で確認を行って下さい。分からない事は小泉（あ）

　スタッフへメールか直接聞いてください。

・来週もカンファレンス内で説明を行います。

